
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 
発表演題名 福井県における PM2.5成分組成の地域特性について(2) 

学会名 第５７回大気環境学会 
発表者名 岡 恭子 （環境部） 

開催場所 北海道大学 

開催日時 平成２８年９月７日（水）～９日（金） 

発表内容 福井県内の３地点（沿岸部、市街地、山間部）において平成 26年度夏か

ら平成 27年度の冬まで、各季 14日間、PM2.5の成分分析を行った。         

3地点ともに全ての季節で SO4
2-および OCの割合が高く、地理的条件によ

って主成分の組成に大きな差はなかったが、次のような地域特性がみられ

た。 

・質量濃度は全ての季節で福井が最も高く、ついで越廼、六呂師の順であ

った。 

・市街地の福井では冬季に硝酸イオンの濃度が高く地域汚染が示唆された。 

・沿岸部の越廼では秋・冬に Naの割合が高く海塩粒子の影響が示唆された。 

・山間部の六呂師では他の２地点よりも無機成分濃度が低かった。 

平成 27 年夏季にあった高濃度事例について解析を行った。高濃度時は、

越境汚染の指標として用いられる硫酸イオン濃度や Pb/Zn 比の値が高かっ

た。また、後方流跡線解析では、３地点とも大陸や国内からの流跡線であ

った。以上のことから、高濃度の理由は移流の影響を受けたためと考えた。 

 


